
令和４年度  第４回磐田の未来を語る会 懇談記録 

日時：令和５年３月17日（金）19時～20時30分 

場所：ワークピア磐田 第１会議室 

１ 参加者の質問・意見 

【１】 

質問・意見 市長コメント 

・環境ＮＧＯに参加しながらＳＤＧｓや環境問題

に取り組んでいる 

・ＳＤＧｓについて考える中で、子どもの未来に

ついて考えるようになった 

・市が製作した磐田市発カーボンニュートラルの

動画を見たが、そうした取り組みはとても重要

・企業や行政が未来に向けて何ができるのかを一

緒に考えていきたい 

・高齢者や子ども達の交通手段についても考えて

いきたい 

・自分も高専時代に環境について学んでいた 

・言うまでもなく環境問題はとても重要なことであ

り、行政も企業も真剣に取り組まなければ選択さ

れない時代になってきている 

・ＳＤＧｓについては大人より子ども達の意識が高

いと感じている 

・世界的な動きの中では、磐田市にできることは限

られているが、動画を使った市民への啓発活動な

ど、できることから取り組んでいきたい 

・市としては「いわた COOL CHOICE DAY」として、

 ノーカーデー、10分間ごみ拾い等に取り組んでい

る 

【２】 

質問・意見 市長コメント 

・働きながらオンラインの大学で経営・IT等を学

んでいる 

・近所同士や趣味・関心を介した付き合いや、つ

ながりなど、横の連携を強くさせるようなプラ

ットフォームを作れないかと考えている 

・食やアート、スポーツなどを組み合わせたエリ

ア等を作ることで人を集められるのではない

かと考えている 

・海外で感じた、人の温かさを感じられるまちに

磐田市もなってほしいと考えている 

・子どもたちが雨天の時でも自由に遊べる屋内施

設がほしい 

・この会の参加者同士で今後もつながりをもって

いきたい 

・確かに日本は横のつながりが弱いし、これからさ

らに弱くなっていく気がしている 

・特に地域コミュニティについては難しいと感じる

・市では、地域ごとに中学生以上全住民アンケート

を実施することによって、地域課題や世代間のギ

ャップを明らかにする取り組みを進めている 

・官民含め、様々な取り組みから連携が生まれてい

けばいいと感じる 

・アートや食は行政主導での成功例は少ないので、

民間の取り組みをバックアップするのが基本的

な考え方 

・「かたりあ」周辺は新造形創造館もあり、ガラス

等による次世代の特産品が生まれる素地がある

と感じている 

・屋内の遊び場の必要性は認識しているので、優先

順位をつけながら進めていく 

・語る会の参加者同士のつながりのため、同窓会の

ようなものを検討する 



【３】 

質問・意見 市長コメント 

・昨年、子どもの不登校のことで、「こども・若

 者相談センター」に相談し、対応してもらった

 ことで、大変救われた 

・小学生の子どもに関する相談先は限られている

 し、「こども・若者相談センター」は、何を相

 談できるのかわかりにくく、あるきっかけで相

 談できるまで非常につらい時期を過ごした 

・悩んでいる同じ境遇の人たちのためにも、相談

 センターの機能をもっと広く広報してほしい 

・子どもへの影響が大きいので学校の養護教諭と

 スクールカウンセラーが同時に異動すること 

 がないようにしてほしい 

・子ども、保護者が安心して暮らせる市にしてほ

 しい 

・「こども・若者相談センター」は市議時代から設

置を提案していた 

・義務教育年代を過ぎてからも困った人に伴走して

 いくのがセンターの役割 

・センター機能のわかりやすい周知方法については

 検討する 

・養護教諭、スクールカウンセラーの異動に関して

 は要望として教育委員会に伝える 

・子どもが生まれてから、ある一定の年代になるま

 で同じ保健師が伴走し続ける仕組みを導入する 

 ので、保護者の安心につながると思う 

・少しずつ改善を重ねながら安心できるまちを目指

 していく 

【４】 

質問・意見 市長コメント 

・PTAの役員になることもあり、スポーツや子育

て、教育に関心がある 

・磐田市の特徴であるスポーツを核に人のつなが

り作りなどをしていきたい 

・応援練習などジュビロの一斉観戦を通じた小学

生と中学生の交流など、子ども達のつながりを

深める事業を提案したい 

・PTAの内容を変えていきたいし、教師の負担感

になっている部分をサポートしていきたい 

・磐田市には、ジュビロ以外にもブルーレヴズやボ

ニータがあり、スポーツは核であり武器だと思っ

ている 

・一斉観戦の応援練習はコロナ禍前には実施してい

た 

・応援練習を通じた中学生との交流は実現できるか

わからないが、提案として担当に伝える 

・PTAは、子どもたちにとって一番いい形で、保護

者もやりがいを感じられることが理想だと思う 

・しかし、長い歴史の積み重ねの中で、変えるのに

は相当の労力が必要だとも思う 

・市長が市役所も変えていくのに似た困難さを感じ

るので、お互いがんばりましょう 


